
 

 
 

～目指す幼児児童生徒～ 

○心身ともに健康で、豊かな気持ちで活動ができる  ○自分を知り、友だちと仲良く、他者を尊重できる 

○自ら学び、日本語の力と学力をしっかり身につける ○自分の責任をしっかり果たすことができる 

 

＜成年年齢引下げについて＞ 

生徒指導だより第２号でお伝えしておりました成年年齢引下げについて、文部科学省より追加の連絡があり

ました。成年年齢引下げ特設ウェブサイト「大人への道しるべ」については、既に紹介しておりますが、その

解説動画として、「１分で分かる成年年齢引下げ」の配信が始まりました。是非ご覧ください。 

（参照 URL）https://www.youtube.com/watch?v=qmfpH8e7KQo&t=50s 

 

＜青少年犯罪・自殺の増加について＞ 

青少年が関わる事件が全国的に多発しています。被害もありますが、加害となるケースの多さに驚かされま

す。特に、凶器を使用した凶悪犯罪が増えています。類似した事件が多くなるのは、モデルとなる事件があり、

それを若年層が模倣するケースが増えているからです。 

また、全国的に児童生徒の自殺も増えており、この１年で４００人程度増加したという状況です。特に長期

休業明けの学校再開のタイミングで増えています。 

学校、家庭、地域で子どもをサポートし、子どもの安全を守ることを第一考えなければなりません。小さい

ことでも話題にするなど普段からコミュニケーションをとることが、子どもの変化に気づくために大切です。

子どもが安心して生活できるように環境を整え、複数の目で見守っていく姿勢が求められています。 

 

＜秋田きらり支援学校との交流（高等部）＞ 

１２月６日（月）、秋田きらり支援学校との交流（１回目）が行われました。今年度は、スポーツ交流とい

うことで、きらり支援学校が特別支援学校総合体育大会でも出場しているピン倒しボールの対抗戦を行いま

した。各校３～５人程度のチームに分かれ、全てのピンをいかに早く倒すかを競いました。試合中は、スロー

プを使って投げる生徒のサポートをしたり、かごをもってボールを手渡ししたりして関わりながら交流しま

した。エキシビションマッチでは、両校の合同チームで挑戦し、大変盛り上がりました。２回目の交流は、来

年２月に予定されています。 
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